
 

- 1 - 

 

グリーンライブセンターの 

中期ビジョン 

多摩市立グリーンライブセンター連携推進協議会／平成 30年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 中期ビジョン設定の背景 

多摩市立グリーンライブセンターは、平成 23年4月より多摩市・恵泉女学園大学・多摩市グリーンボラン

ティア連絡会で構成する「多摩市立グリーンライブセンター三者連携推進協議会」（以下、三者連携推進会議

と称します。）により、企画運営されています。 

三者連携推進会議では、多摩市立グリーンライブセンターの設置趣旨（「多摩市立グリーンライブセンター

及び多摩市立都市緑化植物園に関する規則（平成 2 年 3 月）」）を遵守し、市民のグリーンライフ拠点の永続

的な確保並びにさらなる魅力向上をめざして、3つの中期ビジョンを設定しました。 

   

2. 中期ビジョンの目標年次 

「多摩市みどりの基本計画」の目標年次や、今後予定される「施設の大規模改修の計画」を踏まえて、中

期ビジョンの目標年次を「平成 35年度末」としました。 

   

3. 中期ビジョンと取り組みの考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なお、本ビジョンやその取り組み項目、達成手段、取り組みスケジュールなどは、その時の多摩市の状況

や社会情勢、市民ニーズなどにより、修正を加えて取り組むこととします。 

  

 

1. 三者連携推進会議では、永続的なグリーンライフ拠点の確保及び魅力向上に向けて、それぞれの特

性を尊重し、合意形成しながら一丸となって取り組みます。 

2. 市民や事業者などが、市内の緑や水・生き物などを通じて、集い・憩い・学び・交流する場となる

ことをめざします。 

3. 市民や事業者のみどりづくりに向けて、緑や水・生き物などの情報交流や情報蓄積・情報活用の場

となることをめざします。 

永続的なグリーンライフ拠点の確保及び魅力向上に向けた中期ビジョン 

「緑」とは、植物そのものを表現しています 

「みどり」とは、緑を核とした多摩市のまちづくりに寄与することを表現しています 

グリーンライブガーデン風景 ５月のこどもまつり風景 クリスマスコンサート風景 
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4. 中期ビジョンの取り組みについて 

多摩市立グリーンライブセンターは、「多摩グリーンライブ構想（平成元年 5月、住宅・都市整備公団）」により

構想が打ち出され、その後「多摩市グリーンライブ計画」に基づいて建設が行われ、平成2年4月に開園しました。 

この「構想」や「計画」をもとに、その後の社会経済状況の変化を勘案し策定したのが、「中期ビジョン」

としての「重点施策」と「主な行動項目」です。これらは、「多摩市みどりの基本計画（平成24年改訂）」や

「多摩市みどりのルネッサンス（平成27年３月策定）」の考え方に、密接に関連しています。 

多摩市立グリーンライブセンターは、ガラス温室やライブホール等からなる室内空間と、ライブガーデンや都

市緑化植物園からなる外部空間があり、一体的に機能している空間で、その他に事務室と収納庫などがあります。 

そこで、「空間利用としての取り組み」、企画運営による「みどりの拠点作りの推進」、「計画のローリング」

の 3 項目に分けて、「主な行動項目」を整理しました。またその中で力を入れる施策については、「重点施策」

としてまとめ、その施策を物理的に可能にする施設の改善案を「その他」として付記しています。 

なお、これらにあっても、個々の項目ごとに分けて取り組むのではなく、それぞれの項目同士が相乗効果

を生むことをめざし、複合的に取り組む必要があることはいうまでもありません。 

 

5. 重点施策 

(1)三者連携の運営の進展 

多摩市立グリーンライブセンターは、平成23年4月から、市民が関わる「みどりの拠点」として、「花と緑

のオアシス ～集い・憩い・学びの拠点～」をキャッチフレーズに、緑と水の保全に関わるボランティア団体

である「多摩市グリーンボランティア連絡会」、園芸部門に専門性を持つ「恵泉女学園大学」、当初からの計

画者である「多摩市」の三者が、それぞれの得意分野を活かしながら運営しています。 

《空間の活用》としては、ライブガーデンでは 80 種類の身近なバラや四季折々の植物を栽培し、ボランテ

ィアの協力を得ながら日常の管理を行っています。また、ボランティア団体では多摩市グリーンボランティ

ア連絡会等が、本部機能をグリーンライブセンターに置き、毎月の運営会議や総会、各種講習会などを行い、

みどりを愛する方々の「集い・憩いの拠点」となり、交流の場となってきています。 

《企画・運営》においては、雑木林の保全活動を行うボランティア育成の初級・中級講座の実施、身近で

親しみやすい家庭園芸に関する講座や、植物に関する専門性の高い講座の実施、さらには花や木の実を使っ

たクラフト教室、及び野鳥観察や野鳥絵教室など、技術的で特徴ある講座等を開催し、みどりに関するさま

ざまな「学びの拠点」となっています。 

今後は、多摩市の「みどりの拠点」として、「多摩市みどりのルネッサンス」に沿って、三者による合意

形成により、市民や団体の「みどりとの関わり」の中心的な施設として、企画運営を展開していくものとし

ます。また、今後も継続的に三者連携のあり方を模索していきます。 

(2)グリーンライブセンターの活動の浸透 

多摩市立グリーンライブセンターの三者連携による管理運営や、ボランティア

による日常管理、さらには、その構成団体の各公園緑地での活動によって、市民

参加による公園緑地の維持・保全がされている中では、費用の削減だけでなく、

市民のみどりに関する「関心」や「関わり」が高まってきています。 

市では、今後その先駆的な取り組みをさらに広げ、「多摩市みどりのルネッサン

ス」にある「愛でるみどりから関わるみどり」の推進を、より一層進めていく必

要があります。 

そこで、その活動の先駆者として、今後グリーンライブセンターでは、市と連携し、市民参加の知識とノ

ウハウの提供、さらには技術指導などを市内各所に展開していくこととします。 

具体的には、以下の実現をめざします。  

●グリーンライブセンターのライブガーデンを充実し、身近でありながら来館者が憧れる空間を構築すること 

●緑の保全活動では、活動の意義を含めた事業内容の発表などを積極的に行い、市民の《みどりに対する興味》

を喚起すること 

●講座等ではみどりに関わる「担い手」を育てるとともに、現在活動しているボランティア団体の組織の充実強

化を図り、「人材の確保・活動内容の精査・指導者の発掘」などを行い、地域のみどり作りの支援ができる体制

作りを進めること 

「緑の探検隊」講座 
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6. 中期ビジョン達成に向けた「主な行動項目」 

(1)空間利用としての取り組み 

①グリーンライブセンターのおもてなし度の向上 

グリーンライブガーデンでは、大学の専門的な園芸技術を活かして初心者か

ら熟練者まで楽しめるガーデンづくりを行い、来場者のみどりへの関心を促し、

学習意欲を沸き立たせる地域の見本園をめざします。 

またエントランス部分では、庭園内のインフォメーションや講座・行事の案内を行

い、入口らしい雰囲気作りを行います。さらにライブホール内のオーガニックカフェの充実によって、ガーデン

を「憩いの場」として提供するとともに、グリーンライブセンターにふさわしい物の販売を進めていきます。 

②グリーンライブセンターの認知度の向上 

多摩センター駅周辺の地域イベントや四季折々の事業など、現状の催し物を踏まえつつ、当センターの草

花や緑がさらに引き立つイベントを開催し、みどりに関心が薄い方などでも利用しやすい事業展開を進めま

す。また、情報媒体を利用した事業の PRを積極的に行います。 
 

(2)「みどりの拠点作り」の推進 

①講座等の充実 

地域の「みどり」の活動を担える人材を育成するグリーンボランティア講座を継

続・充実するとともに、「花壇作り講座や花苗等の交換会」を拡充していきます。 

②ボランティア団体の活動の充実と地域のみどり作りの支援 

みどりのボランティア活動への技術の向上や安全対策を進めます。また、市と連携し

て地域のみどり作りの支援ができる人材育成を行うとともに、体制作りを進めます。 

③多様な担い手の育成・協力 

環境に関わる団体や小中学校とも関わりを深め、多様な担い手の育成に努めます。また、福祉の活動ともみ

どりの新たな可能性を見出す取り組みを進めます。 
 

(3)計画のローリング 

① グリーンライブセンターの計画のローリング 三者共通の評価方法による計画のローリングを確立します。 

② 来訪者アンケート ３年に１回程度の来訪者アンケートを実施します。 

③ 受講者アンケート 必要に応じて実施します。 

④ 未利用者等一般の方への意見聴取 広く市民意向や社会動向を探るため、市の世論調査の中で実施します。 

7. その他 

・大規模改修に向けて 

グリーンライブセンターは「みどり豊かな快適なまちづくり」をめざし、都市の緑化を推進していくための

みどりの拠点として、平成２年に開設され 28年が過ぎようとしています。 

こうした中で、パルテノン多摩の大規模改修計画が平成33年度の完了を目途に既に進められています。グ

リーンライブセンターは、パルテノン多摩とは設備・警備などで親子の関係にあり、水道・電気は多摩中央

公園と一体的に供給されています。このため、パルテノン多摩及び多摩中央公園の改修の間、施設が独立し

て開設、運営管理できるかどうかは一つの課題となります。 

また、その後グリーンライブセンター自体の大規模改修が行われることから、その内容を検討し三者連携と

しての意見・要望を提示することが必要であると考えています。 

このことから、パルテノン多摩の大規模改修が始まる平成 30 年度（実施設計）からグリーンライブセンタ

ーの大規模改修の基本的な考え方を定めるため、三者連携推進会議の中で具体的な検討を行います 

 

 

 

 

●パルテノン多摩大規模改修期間（平成30年度～33年度）におけるグリーンライブセンターの利用は維持する。 

●グリーンライブセンター大規模改修については、多摩中央公園の改修を踏まえつつその内容を検討する。 

バラの花咲くガーデン 
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グリーンライブセンターの活用イメージ 

グリーンライブセンターの現状の活用 

多摩市 
恵泉女学園 

大学 

グリーン 

ボランティア 

連絡会 

三
者
連
携 

大学 

高校 

小中学校 

企業 など 

市民や 

各団体 

・イベント 

・講座 

・憩い 
・情報交換、交流の場 

 ・人材育成（講座など） 

 ・各種イベント 

 ・みどりの職場体験 

グリーンライブセンター 

今後の拠点としての活用イメージ 

・
場
所
の
提
供 

・
知
識
の
提
供 

・
講
座
の
依
頼 

・
憩
い 

 
市民や 
各団体 

 

※環境保全全般の活動 

・グリーンボランティア森木会 

・多摩市民環境会議 

・多摩市水辺の楽校運営協議会 

・多摩市ミツバチプロジェクト 

・活動場所提供 

・内容提案 

・知識の提供 

ボランティア 
活動に興味 
のある人 

・活動場所や

内容の希望 

多摩市 
恵泉女学園 

大学 

・
新
規
人
材 

グリーン 
ボランティア 

連絡会 

・
活
動
報
告 

・
知
識
の
提
供 

・
人
材
の
提
供 

・ の達成 

・教員の研修 

・人材の提供 

・知識の提供 

・  

・ 支援 

・企業の  

・調査分析などの

連携 

・講座の依頼 

・活動報告 

大学 

高校 

小中学校 

企業など 

 
自治会 
管理組合 

・管理方法の助言 

・新規人材 

・管理の助言 

 
公園愛護会 
公園アダプト 

・活動報告 

 

グリーンライブセンター 

・情報蓄積、発信、共有 

・大学連携による調査、分析 

・人材育成（講座）、人材連携 

・市民交流、各種イベント、ＰＲ 

 ・みどりのカルテ、管理シート蓄積 

・小中学校の 支援 

・みどりの職場体験 

          等 
 


